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平成１６年度の災害の特徴について 

 

 

 

 

 

 

平成１６年１１月１５日 

国土交通省 河川局 



今年は日本への台風襲来が非常に多い

日本 に上陸 し た
台 風 経 路 図

１０月時点で、過去最大の１０個の台風が
日本に上陸（例年の４倍）し、各地で浸水被害が発生

台風１０号

台風１５号

台風１８号
台風２１号

台風１６号

台風６号

【参考】

　台風の平均発生個数　：26.7個※

　　　〃　　上陸個数　： 2.6個※

　昨年までの最大上陸数：６個(H2,H5)

※1971年から2000年までの30年間の平均値

台風４号

台風２２号

台風２３号

台風１１号

年間上陸数の変化
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1. 時間雨量 ５５００ ㎜以上の降雨の発生回数（１１月４日まで）

2. 時間雨量 １００１００ ㎜以上の降雨の発生回数
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平成16年に１時間雨量の記録更新をした観測地点数
（2004年1月1日～11月4日）

合計 125地点
　 （１位タイ12地点を含む）
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（全国のアメダス地点　約1,300箇所より（1974年～）より ）



平成16年に日雨量の記録を更新した観測地点数
（2004年1月1日～11月4日）

合計 111地点

　 （１位タイ2地点を含む）
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台風１６号により香川県高松市で異常潮位による高潮災害が発生

浸水範囲

床上浸水　6,094戸

床下浸水　9,468戸

　 計 　15,562戸
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■浸水区域

■地域毎の高潮予測も入手できず、浸水が
発生しても状況把握ができなかった

■越波を制御する考え方が不徹底だったた
め被害が拡大した

今回の災害における問題点

・台風１６号により、瀬戸内海沿岸に異常潮位が発生。このため、香川、岡山、広島県を中心に約44,000棟が浸水。

・特に、香川県高松市内では中心部が水没し、都市機能が麻痺。

・高松港海岸では、観測記録上最高潮位（1.94m:36年第二室戸台風）を51cm上回る2.45mを記録。

・これは、台風の接近が①満潮の時刻と重なったこと ②大潮の時期だったこと ③最接近時の台風の中心気圧は970hPaと低かった

こと、などの原因が重なったためと考えられる。

← ←



台風２３号により高知県室戸市で異常な高波による死亡災害が発生

・台風２３号により高知県で異常な高波が発生。このため、室戸市（菜生海岸）で堤防が決壊し、高齢者３名が死亡。
・被災箇所近傍の室津港潮位観測所では、観測記録上最高潮位（1.98m）を31cm上回る2.29mを記録。また、室津
波浪観測計では、観測記録上最大波高（9.45m:平成5年13号）を4.1m上回る13.55m（有義波高）を記録。

・これは、①台風23号の太平洋上での停滞時間が長く、波浪が発達しやすかったこと ②暴風圏、強風圏が異常に
大きく、高波浪が発生しやすかったこと ③勢力が衰えないまま、被災直前に直近の高知県安芸市に再上陸したこ

と、などによるものと思われる。

■被災の状況（上左)３名が亡くなった住宅（上右)倒壊した堤防（下左）越波の

勢いで住宅の裏にも家財が散乱

■適切な避難体制が組めなかった

■計画を超えるような外力への対処策が
未提案

■ 堤防決壊の模式図

今回の災害における問題点



破堤による氾濫流のエネルギーは甚大（新潟県中之島町）

新潟　７月豪雨

破堤前 破堤後

洪水氾濫流によりお寺が流出



破堤氾濫によりもたらされた大量の土砂（新潟県　７月豪雨）

７月１５日撮影





破堤氾濫で保育園が孤立（新潟県　７月豪雨）

７月１４日新潟日報新聞

７月１４日朝日新聞
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第１号出動
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避難勧告・
中之島､三沼､西所､信条､上通地区12:40

避難勧告等

見附市見附市

避難勧告・刈谷田川左右岸11:07
避難勧告等

避難指示･刈谷田川左右岸12:07

破堤
12:52頃

22

栃尾：通報水位４９．２２ｍ
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大堰水位観測所

栃尾水位観測所

大堰：通報水位１４．３３ｍ

10:00

破堤
12:45頃

破堤
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大堰水位観測所
栃尾水位観測所

刈谷田川右岸
（見附市上流）

刈谷田川左岸
（中之島町）

避難勧告・細
越1丁目外

今町大橋（中
之島）の上流
側で越水開始

但し書き操作開始1時間前予告12:50
刈谷田川ダム

栃尾：H.W.L.

栃尾：堤防高　５４．５０ｍ

大堰：H.W.L.　２０．４７ｍ

大堰：堤防高　２０．８０ｍ

刈谷田川の降雨・出水概況と発表情報の関係

（中之島の破堤地点から
　　　　　　約２０ｋｍ上流）

（中之島の破堤地点から
　　　　　　　１．５ｋｍ上流）

9:20



避難勧告が土石流発生後となった事例（三重県多気郡宮川村）
た　　き みや　がわ

（時分） 　　　　　災害の発生状況と行政の対応

９月２８日

　２２：００　　　　　大雨洪水警報発令(気象台)
９月２９日

　０１：４０　　　　　警戒基準の超過を情報提供※

　０３：１０　　　　　避難基準の超過を情報提供※

　０７：５０　　　　　危険基準の超過を情報提供※

　１０：００頃　　　 宮川村で土石流発生（推定）

　１０：３０　　　　 宮川村全域に避難勧告発令　

１０月１０日

　０７：１５　　　　　宮川村荻原地区の一部で避難勧告解除

※土砂災害警戒避難基準雨量判定結果を三重県から宮川
村へ情報提供（電話応答装置及びWeb上で閲覧可能）　　　

三重県宮川村明豆雨量観測所における雨量の推移
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9/2912:00以降データ欠測

土石流発生（10:00頃）

避難勧告（10:30）

土砂災害発生危険基準
超過（7:50)

台風２１号(平成１６年９月２９日)

県より村に土砂災害の警戒避難に関する
情報を提供していたが、避難勧告の判断
の参考とされず、発令が土石流発生後と
なった事例。

→地域防災計画等に判断基準の規定が
必要

宮川村滝谷２地区（４名死亡、１名行方不明）



伊勢新聞

１０月６日
朝日新聞９月３０日

中日新聞



一級河川円山川では実際に避難した人の数は１割未満
ま る や ま が わ

注意：浸水面積については、近畿地方整備
局のヘリコプターの調査（21日）により

推定した面積

①　円山川　右岸13.2ｋ付近

×

②　出石川　左岸5.4ｋ付近

豊岡市

出石町

円山川

出石川

円山川

〔凡例〕

　　　　　　国管理河川

　　　　　　兵庫県管理河川

　　×　　 破堤箇所

　　　　　　破堤による浸水区域

　　　　　　越水又は内水による浸水区域

円山川沿川での浸水家屋数は、

床上４，８４０棟、床下５，２７３棟
（Ｈ１６．１０．２５　１０時現在　兵庫県ホームページによる）

八代排水機場

八条排水機場

豊岡排水機場

六方排水機場

立野水位観測所

弘原水位観測所

×

日高町

城崎町

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ま る や ま が わ ま る や ま が わ

い ず し が わ

い ず し が わ

避難対象人口：４２,０００人
実際に避難した人：３,７００人

台風２３号　１０月



水没した避難所
（月岡小学校）

・対岸の避難所へ再避難
・水没した中避難所へ向

かった人が死亡

・避難所が浸水の事例

三条市五十嵐川左岸の避難所の大半が浸水区域の中

三条市

○：三条市避難所

信濃川

五十嵐川

新潟　７月豪雨

床上浸水

床下浸水

浸　水

農地の冠水



土石流により自治会館が全壊
死者２名、負傷者２名

台風１５号に伴う集中豪雨により、香川県三豊郡大野原町では落合地区の一時避難場所
である落合自治会館を土石流が直撃。一時避難をしていた住民２名が死亡、２名が負傷
した。

避難場所が土石流により被災した事例

←前田川

氾濫区域
（茶色）

避難場所
（自治会館）

土石流

土石流の直撃を受けた落合自治会館

流木と土砂が覆う避難場所



全国の浸水想定区域及び洪水ハザードマップ作成状況（H16.10.25 現在） 

 
 
 
 

浸水想定区域の公表 

 
 

１０９水系 

１９３河川 

対象市町村 

約１１００市町村 
 

浸水想定区域 
公表済み 
９７水系 

１６４河川 
９１６市町村 

ハザードマップの作成・公表 

８２市町村（うち直轄重複２６） 
（独自に作成） 

残り（未公表） 
１２水系 
２９河川 

約１８０市町村 

２７３市町村（浸水想定区域内

で作成済み） 

残り６４３市町村 
（浸水想定区域公表済みで洪水ハザ

ードマップが未作成の市町村） 直轄河川合計 
２９７市町村 

２４市町村（洪水氾濫危険区域

で作成済み） 

直
轄
河
川 

補
助
河
川 

 
１９水系 
２９河川 

対象市町村 
７４市町村 

（内直轄重複４３） 

浸水想定区域図

公表済み 
１９水系 
２９河川 

７４市町村 
（内直轄重複４３） 

２３市町村（内直轄重複１５） 
（浸水想定区域内で作成済み） 

残り５１市町村（内直轄重複２８）

（浸水想定区域公表済みで洪水ハザ

ードマップが未作成の市町村） 

補助河川合計 
６４市町村 

合計 
３６１市町村
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※補助及び直轄の数値は重複市町村を含む



土砂災害により交通が寸断され孤立化した事例

土石流の流下

台風１８号による集中豪雨により、宮崎県東臼杵郡諸塚村では生活の基盤である国道５０３号
が土砂災害により沿線至る所で寸断。村民の多くの集落が孤立化した。孤立は２日間続いた。

国道寸断箇所

交通途絶２戸

交通途絶１１戸

交通途絶３０戸上流の県境まで20km

国道５０３号

国道５０３号
（バス路線）

宮崎県東臼杵郡諸塚村



由良川大川橋付近でのバスの孤立化
平成16年10月21日13時頃撮影

平常時

ドライブイン
由
良
川

由
良

川

平成10年3月撮影

台風23号による出水状況

バスの孤立した場所 改修後のイメージ

平　常　時

※堤内地の狭い由良川の治水計画は

築堤でなく宅地嵩上げ、輪中提で実施

道路は堤防で守られていない
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18:47 大雨･洪水注意報 10：55洪水警報継続・大雨注意報解除

大雨･洪水警報切替
8:25 

洪水警報大雨注意報切替
7:40 18:50洪水警報解除

京都府中丹西部

17:05 
洪水注意報

17:40洪水警報

21:40 洪水情報 18:40
洪水警報解除

由良川（下流）

水防警報水防警報
12:00・14:00

待機発令

15:00
出動発令

9:30
解除

福知山

大川橋付近道路面高 4.30m～5.00m

気　

象
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係
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避難勧告等避難勧告等

10月19日 10月20日 10月21日 10月22日

福知山市
19:17 避難勧告（旧市街地）

大江町
19:20 避難勧告（低地）

京都府の土木
事務所・警察署
への伝達時刻

京都府の土木
事務所・警察署
への伝達時刻

由良川（下流）気象注意報
警報

気象注意報
警報

17:34 洪水注意報

17:43 洪水警報

水防警報水防警報 福知山
待機
12:15

14:17 準備

出動
15:17

経過経過
（19時頃）

20：20 バス運転手が電話で救助依頼

8：24 全員救助

京都府の
土木事務所
京都府の

土木事務所 道路通行止道路通行止

国道175号通
行不能を道路
情報板に掲示
（20:30頃）

国道１７５号、１７８号通行
止を道路情報板に掲示
（22:40頃)

由良川の降雨・出水概況と発表情報の関係

各　
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関

バ
ス
の
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往
生

自
治
体
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地下街の浸水（台風２２号）

浸水後の状況（修善寺町）

地下にある飲食店等

地下にある駐車場

その他の色は地図

台風２２号による横浜駅西口周辺浸水状況（未確定）

・浸水区域は１０月２７日の西区役所情報
・地下室情報は明細地図により特定したが、止水壁や
マウンドアップ等により被害を受けていない箇所もある
と予想される。また、地図に記載されていない地下室もあ
ると思われる。
・現在、西区役所が詳細を調査中

浸水区域

地下にある飲食店等

地下にある駐車場

その他の色は地図

台風２２号による横浜駅西口周辺浸水状況（未確定）

・浸水区域は１０月２７日の西区役所情報
・地下室情報は明細地図により特定したが、止水壁や
マウンドアップ等により被害を受けていない箇所もある
と予想される。また、地図に記載されていない地下室もあ
ると思われる。
・現在、西区役所が詳細を調査中

浸水区域

帷子川

新田間川 幸川

横浜市奥野交差点

横浜駅西口周辺
東京地下鉄麻布十番駅（港区）

Ｂ３Ｆホーム階

18:23 9日 20:01

18:23 9日 19:00
南北線

赤羽岩淵～市ヶ谷 9日

市ヶ谷～目黒 9日

17:51 9日 17:59茗荷谷～池袋 9日

17:51 9日 19:52丸ノ内線 銀座～茗荷谷 9日

17:51 9日 17:59荻窪～銀座 9日

運転再開

日 時間 日 時間
線　　名 運転中止区間

運転中止

地上３番
出入口



ダムの洪水調節が効果を発揮
ダムの運用をより効果的にするための操作ルールへの変更も検討

刈谷田川　刈谷田川ダム
刈谷田川ダム諸元
　総貯水容量　　　：４，４５０千ｍ３
　洪水調節容量　　：３，２５０千ｍ３
　利水容量　　　　：　　９００千ｍ３
　堆砂容量　　　　：　　３００千ｍ３
　堆砂量(H15.11現在)：　１８０千ｍ３

① 信濃川水系刈谷田川においては、刈谷田川ダムで１９３m3/s
　（最大流入量２７５m3/s　→　放流量８２m3/s）
　 を調節しており約３２５万m3の洪水を貯留し、下流の氾濫量の軽減に寄与。
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流入量

放流量

貯水位

7月14日7月13日

洪水時満水位　（EL　２７１．５ｍ）

ダムが満杯となったため、ダム
への流入量と下流への放流量
を同じくするよう操作

①ダムへの最大流入時の　
　洪水調節効果193m3/s

13時頃

　中之島地内破堤

8時9分頃

　洪水調節開始

②約185m3/sの
　洪水調節効果

３時間

②破堤地点（中之島町中之島）は刈谷田川ダムの下流約30ｋｍに位置しており、過去　
　の洪水の例によれば、ダム放流水が届くのに約3時間かかり、破堤の約３時間前の　
　洪水調節効果は約185m3/sである。

①約325万m3の洪水を

　ダムへ貯めている。

常に流入量より
少なく放流

ダムへの流入量と下流への放流量が同じ為、貯水位が変わらない

刈谷田川の内水への流出が収まり仮締め切り工事着手の目途がたっ
たため水位低下操作を行い洪水調節容量の確保を行った。

刈谷田川ダム



ダムの放流情報が正しく伝わっておらず、下流住民の避難行動に
　役立っていない　　



地域の水害対応力の強化にかかる予算要求について（新規予算制度）

　本年7月発生新潟・福島豪雨、福井豪雨等による甚大な被害を踏まえ、既存予算制度による被災地

の復旧、同様の水害の再発防止に対する重点投資に加え、新規予算制度を要求

堤防強化対策制度の創設（補助）

・中小河川における堤防弱部の強化対策を進めるため、統合河川整備事業
の対象　　事業に当該対策を追加

堤防弱部の緊急
強化対策

浸水想定区域図等整備事業の創設（補助）

・浸水想定区域の指定・公表とハザードマップの作成・公表を促進するため、
これら　　の検討、作成費用について助成する制度を創設

水害に対する地
域防災力の向上

治水情報基盤総合整備事業の創設（補助）

・水位情報空白地帯の解消のための水位計テレメータの設置、防災に関する
各　　種情報の一元的管理システムの構築等を行うため、河川、ダム、砂防
事業におけ　る情報基盤整備関係事業を統合し、総合的に整備する制度を
創設

的確な避難等の
ための基礎情報
の収集・提供体
制の充実

水害広域緊急援助制度の創設（直轄）

・水害時等に排水ポンプ車等の緊急出動体制を確立するとともに、その経費
を国が全額負担する制度を創設

国による広域支
援

その他、河川激甚災害対策特別緊急事業の地方負担の軽減等についても要求



地域の水害対応力の強化にかかる予算要求について（既存予算制度等の活用）

新潟・福島、福井豪雨災害を踏まえた

◇　判断・行動に役立つリアルタイム情報の提供　◇　地域水防力の強化　◇　堤防対策

避難誘導の強化

今後の新たな措置

・水防活動において高齢者等を避難誘導(活動範囲の明確化)
・高齢者等の被災実態調査や避難支援の在り方等の検討(関係省庁と連携)

・１６年８月中に全国で目視による緊急点検を行い、補修の実施(都道府県にも要請)

・中小河川の堤防点検・対策を効率的に行うためのガイドラインを作成、既設堤防の
強化対策を本格実施（１７年）

河川堤防等の
安全確認

地域水防力
の強化

堤防対策

【新潟、福井等被災地における対応】　　 　　　　　被害額の査定作業の迅速化　　　　　　　　　　　　仮復旧箇所の本格復旧

　　　　　　　　緊急に集中して河川改修等を実施し、治水安全度を向上同様の水害の再発防止

本格的な復旧激甚災害の指定

高
齢
者
な
ど
住
民
の
自
主
的
な
判
断
・行
動
を
支
援

・企業やＮＰＯ等を水防協力団体に位置づけ、水防体制を強化水防体制の強化

判断・行動
に役立つリ
アルタイム
情報の提供

多
様
な
情
報
の
提
供

住民への
伝達方法の改善

課題 施策の方向

・新型レーダー等による雨雲の発生・発達の詳細な監視
・予報情報のメッシュを10km四方から5km四方に詳細化し、早期に提供

・単なる河川水位だけでなく、危険の程度を実感できる情報(過去の水害

との比較,水位の上昇ｽﾋﾟｰﾄﾞ等)、浸水の状況、とるべき行動の情報を提
供

・降雨予測と連動した土砂災害発生の警戒情報を発表

・市町村によるハザードマップ作成への支援と住民への周知
・堤防弱部の位置･内容を住民に情報提供

避
難
勧
告
に
つ
い
て
の
市
町
村

の
判
断
を
支
援

集中豪雨予報の
早期・詳細な提供

水位や浸水の情報

土砂災害の警戒情報

平常時における啓発

・インターネットやダム放流警告のための河川沿いのスピーカー、電光掲示版等
多様な手段を用いて、避難支援情報（市町村の避難勧告等を含む）を提供

・高齢者等が避難に要する時間を加味した情報提供方法の検討
・国土交通省光ファイバと地上デジタル放送を活用して直接家庭に双方向データ
を提供できる技術開発(実証実験)
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